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Truc BASICで の 特異性

1.は じめに

われわれはNECの パソコン上で N88-BASIC言 語を用
いて教育用プログラムの作成を行ってきた

1)。 これは使

い慣れているということがあったからであるが、プログ

ラムのデバ ッグや学生に対するプログラ ミングの指導に

は苦労 してきた。そこで数年前からHS DOS上 で動 くBASI

C言 語の 1つ であるPC 9801用 の 日本語版 True BASIC vc

r.3.OJを 使い始め、学生の講義にも使用することにした。

調義では文献 [2]、 [6]に 基づいたテキス トを自作 して使

用 した。

1991年 に True BASICを 上台として Full BASICの 国

際規格が

“

I定 され、1093年 には Full BASICが 日本工業

規格(JIS)の 新 しい標準となった。Truc BASICは Full

BASICに 最 も近いものとして BASICの nll始者である Ke

menyと Kurtzが 開発 したものである。 しか し Truc BA

SICプ ログラムの本は、われわれの知 り得たところ文献

[2]か ら[11]だ けである。 しかも文RA[2]か ら[5]ま では

True BASICの マニュアルの訳本である。これはN88-BAS

ICは マイクロソフ ト社のHicrosoft BASIC 5と 同等と考え

られ、マイクロソフ ト社がOuick BASICを 開発 し、さら

にOuick BASICと 同系統の Visual BASICを W indo▼ s上

で実行するのが主流になってきているからだと思われる。

Quick BASICの ほうが N88-BASICよ り新 しく、構造化

言語となっているが、両者は非常に似通っている。(N88

-BAS ICと Ouick BASiCを 、それぞれN88、 QBと 省略 し

て表す )。 このため OBを 中心に述べている本の中にも

N88に ついては参考として触れているものがあるH'。 今

回は、Truc BASICと N88と の連いを重点的に述べたい。

これはTrue BASICを 他のプログラム言語と比較すること

により、その帯徴 (特異性 )を提え直 し、新 しく使 う人の

便をはかるためである。ただ し、True BASICの 特果性と

しては、N88と も OBと も連 う点を重点的にとりあげる

ことにする。従ってSBし BCT CASEと かブロックIFな どは

とりあげな tヽ ことにする。

N88か ら QBへ の変換ソフ トは既に発表されており、

真野・〕はN88か らQBへ の変換ソフ トを作成 している。その

内容は Cし BAR, CWILD, ▼IDT‖ , CしS, KINPUT, lNPUT▼ AI

T, CONSOし 8, LOCATB, SCRBEN, ON STOP, ON l18し P, ON K

BY GOSUOの
'2個

のコマン ドについて、対応するN88→ OB

の変換を行い、 T“ BN、 BしSB,RESTORB,RBTURN,RBSUH8,GOT

O,GOSUB文 でTTき 先に指定された行番号を除いて、残 りの

行希号を取 り去る。行ラベルをQBの 書式に書き換えると

いうものである。一方、小池、森の変換ソフ ト
10'は 行番

号の処理だけでなく,さ らにしFコ ー ドがある場合はそれを

取 り去 り不要のスペースを除 くという方式を取っている。

これに倣って N88か らTrue BASICへ の簡易変換ソフ ト

を作成 したのであわせてこれも紹介する。

2.True BASIC の 傾要

True BASiCで は OBと 同じように総合環境にあ り、メ

ニューの選択はW indoロ ライクな方法でマウスを使用する

か、あるいはCRAP‖ キーを押 してブルダウンメニューを開

く方法がある。

1つ の文は 1行 に割 り当て、マルチステー トメント文

は使えない。 しか し OBと 違 って継続行が使用できる。

例えば 2つの行を 1行 として扱 うには、上の行の最後と

下の行の最初に &を入力すればよい。

HAT文 を使って、配列の要素を一度に処理できる。例

えば配列変数を Aと すれば、出AT READ Aで 配列の読み

込み、HAT l'RINT Aで 配列の要素の表示を行うことがで

きる。

DIM nameS(N)の ようにカッコ内に変数は使えない、

したがって配列の大きさを変更する場合は MAT REDI‖ n

ameS(N)と して配列を再定義するしかない。N88で は椰

定義によって内容が失われるが、配列を再定義 しても内

容は失われない。単純変数Nと 配列変数N()と は同時には

使えない。

行希号はN88と 同じで、実行瓶番を示 し単なるラベルで

はない (OBで はラベルである。 )

THEN、 EしSE,00TO,GOSUB文 にはラベルは使えず、行番号だ

けしか使えない。COSUB文に使用 したサブルーチンの変数

はグローバルである。なお行希号を付けるには DO NUM、

行 VI野 を除 くには DO UNNU‖ というコマンドが準備され

ている。

INPUT Tl盟 BOUT<数 値式)は N88で のINPUT▼ AIT文 に
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対応する。

注釈は"!"あ るいは REMである。RBHは キーワー ド

なので文の先頭で しか使えない。 1は キーワー ドではな

いので、どこにでも置 くことができる。

N88と QBで は RUNは 文であ り、メモ リ上のプログラム

と指定 したプログラムを実行できるが、True BASIC

ではコマン ドであリプログラムの中では使用できない、

またメモリ上のプログラムであるカレントプログラムだ

けを実行する。

КBY INPUTは 何かキーを押せば真となる。C8T КBY文 は

入力された文字のアスキーコー ドを、く数値変数〉に代入

する。キー入力を待つためにκEV INPUTと 組み合わせる。

N88、 QBで の INК BYSに 対応させるには以下のようにする。

PRINT"ス ペースキーを押 しなさい":

D0

1F КBY INPUT T‖ BN

GBT KBY X

IF X=32 TllEN EXIT D0

END IF

し00P

X=A=2と かPRINT A=2と いうような使い方ができない。

これはN88、 QBで の [真 ]は [-1]、 [偽 ]は [0]と いうことを

利用 した使い方ができないということである。

部分文字列指定m3[a,b〕 はmsの a希 目からb番 目の文字を

示す。 N88、 QOで のしBFTS(AS,3)は ASti:3]と なり、 RIC‖ T

S(A3,3)は aSEien(a3)-311:icn(aS)]の ようになる。文字

型変数 (定 数 )の 加法は"&"で ある。

N88と 文字が異なるものを以下に示す。

N88     True BASIC

ASC        ORD

STRINGS    REPBATS

KIしし UNSAVE

PAINT      FL00D

しOAD       Oし D

SYSTBM     BYB

2 1 厳寄な用法

代入ではしBTが 必ず必要で、省略するためにはプログラ

ムの先頭にOPT10N NOしET文 を付けなくてはいけない(N88

と08で はむ円を可 )。 ‖BXT文 の指標変数は省略できない(N

88と QBで は省略可 )。 N88と QBで は配列の大きさが 10以 下

であれば省略可能であるが、配列の宣言は省略できない。

DIM A(10.3)と いう使用はできない。 ()の 中は整数でな

ければならない、 しかもDlH A(INT(10.3))で も使えない。

lNPU■文で文字列を表示する場合はPROMPT句 は省略でき

ない。

INPUT PROMPT"テ・―タコ残は":N

END文 は 1つのプログラムに 1回 だけ使ЛJし て省略で

きない(N88,QBで は省略できる)。

2.2 数値の処理

Truc BASICで は乾数型と実数型との区別をしないので、

DBH NTな どがなく、また型宣言子 (χ,&,1,1)も ない。

Full BASiCで は小数は十地法で扱われることになって

いるが、Truc BASICで は小数は二遊法で扱ってお り、表

示は8桁である。

仮数部は48精 、機械のエプンロンは3.5527137× 10~:

'であり
め、文献 [7]に 示されているプログラムで調べる

と数値演算コプロセ ッサが内蔵 してあればそれぞれ531,、

1.H0223X10~:。 となる。文献[9]で は二遊小数を求める

プログラムで計算精度を示 している。

2.3 算術関数
N88で の A=10 HOD 3は A=HOD(10,3)の ように使用す

る。

わり算の商を求める¥は な くてDiViDBサ ブルチーンを使

つ。

自然対数 しOC以 外に、常用対数 L0010と 2を 底とする

対数 L002がЛl意 されている。

OPT10N ANCと B degrecs文 で角度の単位として度を使用

でき、OPT10N ANCLB radians文 で角度の単位としてラジア

ンを使,1で きる。度をラジアンに変換する関数 RAD()、

ラジアンを度に変換する関数 DEC()が 用意されている。

円用率PI関 数があり、引数はない。四捨五入の関数 (R0

UND(x,n)小数点以下nll位 を四給五人 して小数点以下n位

までを求める)も 準備されている。転配行列、逆行列、

41位 行列、ベク トル内積、行列式などの関数が用意され

ている。HAT文 を使 って行列の和、差、前の計算を行 う
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ことができる。

3.関数 とサブルーチンにおける変数

OBの 定義関数 DEFと FUNCT10Nの 中の変数は、デフォ

ル トでそれぞれグローバル、ローカルであり、また変数

の引き渡 しが Bげをは値により、後者は参照によってなさ

れるという違いがある。Truc BASICで は、定義関数 DE

Fと FUNCT10Nは 機能的に差は見 られず、変数の引き波

しは値によ りなされる。つまり仮引数 (パ ラメータ)の 値

を変更 しても実引数(BI数 )の 値は変化 しない。Truo BAS

ICで の SUB指 文は変数の引き渡 しは参照によりなされる。

つまり仮引数(パ ラメータ)の 値を変更 したら実引数(,I数 )

の値も変化することになる。 ところが CALと文の実引数

(引 数)を括弧て くくれば (例 CAとしT((X)))、 変数の引き

渡 しは値によりなされる(こ れは Q8と 同じである)。

8ND文 より後の関数定義、サブルーチンはそれぞれ外部

関数、外部サブルーチンである。外部関数(外 部サブルー

チン)と メインプログラムでは変数はローカルとなる。

BND文 より前の関数定義、サブルーチンはそれぞれ内部関

数、内部サブルーチンである。内部関数、内部サブルー

チンとメインプログラムでは変数はグローバルとなる。

今回、引数について調べると内部関数 (内 部サブルーチン)

では仮引数 (パ ラメータ)は ロー々ルであるが、実引数 (引

数 )は 、他の変数と同 しようにグローバルであることを見

いだ した。これは内部関数、内部サブルーチンで、実引

数の値を変更すると、メインでの 実引数の値も変更され

ていることになる。

なお内部関数であっても、関数定義が関数の引用より

後の場合はDECとARB DEF文 は必要である。

ローカル変数は自動変数であり、命,的 変数に設定する

ことはできない。つまリローカル変数を含む関数、サブ

ルーチンが呼び出されたときその変数は初期化されるこ

とになる。

行活▼のあるプログラムでの GOSUBの 注意事項は、 E

ND文 の後にサブルーチンが くると"行 活号にあやまりがあ

ります "と エラー表示がでることである。この解決策とし

ては BNDを プログラムの最後に持って くる。なお GOSU

8文 には引数は使えない。

従って移植する場合もN88の 変数がグローパルなので内

部関数、内部サブルーチンを使用 したほうが容易であろ

う。文献〔617][8][H]で もほとんど内部関数、内部サブ

ルーチンを使用 している。

Q8で は統合環境でサブルーチン・関数 (OBで はサブ

プロシジャー)を 作成 し保存すると、自動的にBNDの 後に

サブプロシジャーが置かれる。メインプログラムの先頭

にDECI′ ARE文 が作られる。True BASICに はそのような機 llt

はない。

4.画面表示

4.1 テキス ト表示
テキス ト画面は ▼IDT‖ 80,25し かな く、 しか も ▼IDT

‖文はない。N88で の CONSOし 8文 に対応する命令は存在 し

ない。

SET CURSOR"OFF"文 はカーツルを消 し、"OFF"以 外の文

字式は カーソルを表示する。これ らは N88、 QBで は と

OCATE文の第 3パ ラメータの値で行 う。カーソルの位置を

設定するのは SET CURSORで あり、N88の しOCATE X,V

は QBと 同じように SET CURSOR Y■ ,X+1に 対応する。

TABは PRINT文 のなかでだけで使用でき、TAB(r,c)は

SET CURSOR「 ,cと 同しで、TABの 引数が 1つの場合は桁

数を意味 し、行数は現在のカーツルのある行になる。

4.2 グラフィック
グラフィック画面の左下は(0,0)で 右上が(1,1)と な

る。N88と の逸いは縦方向が逆になる。

SET▼ INDO▼文はグラフィック画面のウイン ドウ座標を

設定する。これは N88の マINDO▼に対応 している。

N88で の 640X400ド ットのグラフィック(SCRBBN 3)を

移植する場合 SBT▼ INDO▼ 0.630,399,0の ようにすればよ

い。下から上の方向にする場合は S8T▼ INDO▼ 0,680,0,

300の ようにする。

OPBN‖く第数式〉:SCRBBN Xl,X2,Vl,Y2で 画面での表示

範囲を決める。N88で の VIB▼ に相当する。

N88で の VIB▼ (NVXl,NVYl)― (NVX2,NVY2)と ▼!NDO甲 (N

▼Xl,N▼ Vl)― (N▼ X2.N▼ Y2) と Truc BASIC σ) OPBN ‖1: SC

REEN TSXl,TSX2.TSYl,TSY2 と SET IINDOW THXl,T▼ X2,T

▼Vl,TTY2と に対応させると、以下のような側係が得られ

る。但しグラフィック画面は 640× 400ド ットとする。
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TSXitNVX1/639        TSX2三 NVX2/639

TSVi=1-NVY2/399      1SY2・ 1-NVY1/399

T▼ Xl=N▼ XI             T▼ X2=N▼ X2

T▼ YliN▼ Y2            T▼ Y9=N▼ Yl

他のグラフィック命令の N88と の対応を以下に示す。

N88                  True BASiC

PSET(X,Y)                 Pし OT x・ Y

しINじ (Xl.Vl)― (X2.Y2)      Pし OT Xl,Yl:X2.Y2

しINE(Xl,Yl)― (X2.Y2),,8    80X LINES Xl,X2,VI,V2

とINE(Xl,Yl)― (X2,Y2)..BF   80X AREA Xl,X2,Yl.Y2

4.3 両面モー ド

グラフィックモー ドにするためには PしOTな どのグラフ

ィック命令を実行するか、SじT▼ IN00▼ 文、SET MODE"G

RAP‖ ICS・ を実行すればよい。テキス トモー ドからグラフ

ィックモー ドになった場合に文字は消去されない。グラ

フィックモー ドでSBT‖ ODB"GRAP‖ ICS"を 実行すると図形

は消去
.さ
れる。

テキス トモー ドにするためには、SET MODE"TEXT"を 実

行すればよい。編集画面からであれば OPBN津 1:SCREEN文 、

SET CURSOR文 、 Cし BAR文 を実行 してもテキス トモー ドに

することができる。

SET HODB"TBXT"の 実行でグラフィックモー ドからテキ

ス トモー ドにすると、すでに描かれていた図形は消去さ

れる。

画面モー ドの切り替えの取扱いは、あまり厳格でない

ことがわかる。

4,4 COLOn文

SET COし OR文 はフォアグラウン ドカラー(表 示色 )を設定

する。

コマン ド画面では色指定を しても色の変化は無い。テ

キス トモー ドでは色指定を してもグラフィックの色は変

化 しない。テキス トモー ドでグラフィックを描 くとグラ

フィックモー ドにな り、その後で色指定をするとグラフ

ィックの色は変化する。

4.5 混合色の設定  SBT COLOR HIX(c)r,8,b
Cは 作った色につける色希号て、 r.gi bは 赤、緑、青の輝

度で0か ら1の ‖Uの 値で指定する。 01よ 点灯 しない(輝度0%)、

1は輝度 100%の 状態を示す。64色 の場合は0,1/3.2/3,1の

4種 に近似される。

SET HODB、 SBT▼ lMDO▼ を実行するとSET COと OR MIX文

の設定が無視される。

PしOT文 によるグラフィック画面への変更とSET HODE"

CRAP‖ ICS"に よるグラフィック画面への変更とは違 う、後

者はSBT COと OR MIXを 初期設定に し、文字の表示の色 もも

とに戻 っている。SET HODB"TEXT"で はSBT COし OR HIXを

初期設定に して、文字の表示の色は本来に戻 っている。

PLOT文 の色は変更 したままである。

N88で のと同じ色希号に設定するには以下のようにする。

このSET COLOR‖ IX文 が設定 してあれば、 N88で の例えば

COしOR 4は SET COし OR 4と すればよい。

SET COLOR ‖IX(1)0,0,1

SET COLOR HIX(2) 1,0,0

SI;T COしOR ‖IX(3) 1,0,1

Sじ T C01′ OR ‖IX(4)0,1,0

SET COと OR ‖IX(5)0,1,I

seT coし oR ‖IX(6) 1,1,0

SET COし OR HIX(7) 1, 1,1

!り ,る い青

Iり ,る い赤

!明 るい紫

!明 るい緑

!明 るい水色

!明 るい黄色

!り〕るい白

!

Stt COと OR HIX(3) 1/3,1/3,1/3     1灰 色

SBT COと OR HIX(0)0,0,2/3      1青

SET COと OR HIX(10) 2/3,010         1)ト

SBT COと OR MIX(11) 2/3,0,2/3       1,ほ

SET COし OR HIX(12)0,2/3,0         !I豪

SBT CObOR ‖IX(13)0,2/3.2/3       ,ァ ktと

SET COし OR MIX(14)2/312/3,0       ,デ 〔t
SET COし OR HlX(15)2/3,2/3.2/3   ,白

5, ファイル

5,1 ファイル名の変更
RBNAMEフ ァイル名 はカレントファイル(現在表示さ
れているファイル)の 名前を変更すると拡 B長子を指定しな

ければ、TRUが つき、指定すればTRU、 TRC以 外の拡張子

にすること力〔てきる。

,こイittt RBN TEST,TXT
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RじNAME OLDNAMB,NETNAHじ はディスクに保存されている

ファイルの名を変更できる。 ドライブ名も指定できるの

で、カレン トドライブ以外にあるファイルの名 dTも 変更で

きる。

0し D TESTを 実行 して ファイル TESTを オープンする、

続いて OLD DBMOを 実行 して ファイル DBMOを オープン

する。ファイル TESTは オープンされているが、カレン

トファイルではない。

ここで REN T8ST,SIKBNと 実行すれば、ディスクに保存

されているファイルの名が変更される。つまリディスク

上には TBSTと い うファイルは存在 しな くなる。 しか し

S「 ITCH TEST と実イ子すオ■
`ぎ

、 ファイル TBST 力{カ レン ト

ファイルになる。つまリファイル TESTは メモリ上にだ

けあることになる。

SBT NAMBコ マン ドはカ レン トファイルだけの名前を変

更できる。拡張子の指定を しなければ、TRUが つき、指定

すればTRU、 TRC以 外の拡張子にすることができる。

SBT NAMB "FILES.TXT"

RENA‖ Eと SET NAMBは コマン ドであり、プログラムの中

では使えない。

5.2 ファイルの読み書き
テキス トファイルの上群きができないので、ERASE文 で

ファイルの内容をメモ リから消去する必要がある。また

APPBNDモ ー ドがないので RBSET II:BNDで ポインタを最

後に移動させてか ら書き込みを行 う。N88と OBの ようなB

OF関 数がないので DO▼田Iと E MORB llと いう使い方をす

る。

ランダムファイルについて、N88で は文字列 しか書き

込めないが、True BASICで は文字列と数値を書き込める

し、読みだしもできる。 7RITB文でセ ミコロンは使えない。

6 簡易変換アログラム

N88の プログラムをTrue BASIC,日 に変換するものであ

る。その機能は注釈行の 'か RBHを  ! に変換 し、コ

ロンによるマルチステー トメン ト文に対 して改行を行 う

ものである。変換するのにこれだけでは当然不十分であ

る。まず問題となるのはGOTO、 COSUB文 の 1〒 話号とラベル

の処理である。 True BASICで は、ラベルは使用できず、

行希号を一部だけ残すこともできない。つまり行希号と

ラベルについては真野
12,と 小池、森 I・ )の やりかたは使

えないということである。今回の変換プログラムには行

Tr号 とラベルの処理は含めなかった。

OPT10N N01′ET

INPUT prompt "rcad Filc nanc?":r_fileS

INI'UT prompt ",ritc rilc name?":口 _filcS

OPEN ,linano r_filcS,croate nevolむ ,org tcxt,access

outin

OPじ N ‖?:namc 口_filcS,create ne▼ old,orE tCttt,access

outin

BRASB#2 1す でにフ ァイルが存在 している場合のため

:こ

00 ,hilo morc ‖l

しINB INPUT 41:lineS

i=lcn(linc3)

1  'を  1 に変更

S=!

D0

prpOs(linOS,"'",s)

IF ,=O then EXIT D0

しINES[,1,〕 ="!"

s=p子 1

し00P

!  REMを  '
Sti

00

に変更

p=pOs(lineS,"RBH",s)

IF p=o then BXIT D0

しIN8S[p:p千 2]="!"

stpll

l=1-2

し00P

Iコ ロンで改行

S=1

00
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p=pOs(lineS,":",s)             2)J.C.К emcny,T.E.Kurtz(フ ェムカク訳):Truc BAS
IF p=O then EXIT DO               Icリ ファレンスマニュアル 啓学出版  1991.
outS=lineS[sip-1]                 3)R.T.Bogart,B.Blliot(フ ェムヵ夕訳):Truc BASI
s=pH                       cプ ログラ ミング徹底人間 啓学出版  1992.
PRINT#2:out3                4)J.C.К emeny.T.B.К urtz(アェムカタ訳):True BAS
と00P                         Icプ ログラミング徹底入門 活用編 啓学出版  1998.

5)J,C.Komeny,T.B.К urtz(71ム ヵ夕訳):True BAS
outSilincsls:ユ 〕                  Icプ ログラミング徹底入 P4 演胃編 啓学出版  1994
PRINT 12:ou tS                  6)田 中庚 :Truc BASICプ ログラ ミング 500
と00P                          題  日刊工業新

"B社

 1992.

7)森 口繁一、,'理 正夫、武市正人編 :Full BAS
CLOSE#l                        lcに よる算法通論 東京大学出版  1991.

CとOSB#2                        8)森 日繁一 :Fuil BASIC統 計プログラム集

END                          日本規格 la会  1992.

9)佐藤公作、白石和夫、高橋雅信 :数 学とコンピュータ

7.ま とめ                      1 森北出版  1994.

10)佐藤公作、白石和夫、高精雅信 :数 学とコンピュー

True BASICの tF徴 を、主に N88 BASICと の比較か ら  夕 2 森北出版 1995。
考察 した。True BASICの 特果性は、その厳常な打I法、行  日)和 田正 I言 :コ ンピュータ物理の功罪 共立出版  19
列演算機能、グラフィック命令、ファイルの取扱いにあ   94.
ること力くわかる。                          12)東 野倖一 : JAPC,Vol.12,No.3,p.333(1990)

内部サブルーチン、内部関数では変数はグローパルで   13)小 池慎一、森博 :Quick Basic中 級プロ

あり、引数の うち実夢I数 だけがグローパルであることが   グラ ミング 技術評論社  1000.
わかった。N88-BASiCで はすべての変数はグローパルで  J4)水 r3賢 太郎 :プ ログラ ミング演習 BASIC ソ

あることから、N88-BASICか らの移植は、内部サブルー   フ トバンク 1995,
チン、内部関数だけとなることがわかる。外部関数、外

部サブルーチンを用いて移植を行うことは非常に手 WUが

かかるが、引数が重要となるのでこのような移植を自習

させることで教育効果は向上すると思われる。

画面モー ドの切り替えと図形と文字の表示の関係、混

合色設定との関係も明らかになった。変換プログラム作

成には堀尾忠教君の協力を得た。

True BASICを 使い始めてその基礎的な部分をようや く

理解 したが、今後はそれをどのように初心者に教えてい

くかというF期 題が残されている。
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